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に多様な地域から報告があり，これらは統一基準として WHO の疫学調査Intemational Collaborative Study of 
Oral Health Outcome8 (ICSII)に不正岐合の評価指標として採用された Dental Ae8thetic Index (DAI) を用い
ている。本研究では西暦 1978 年から 2009 年までの仙台市内の同一中学校における歯列岐合状態を経年的に
評価すると同時に，同一地域における歯列唆合状態の国際比較を DAI を使用して検討した。矯正歯科治療を
実施した受診者は， J808 群 (1978'"'" 1987 年診査群)では1.5%， J908 群 (1988'"'" 1999 年診査群)では 2.8%，
J008 群 (2∞0'"'" 2009 年診査群)では 10.9%であり，男子，女子，総合のいずれの場合でも各群間で有意に矯
正歯科治療受診者が増加した。反対岐合に関して，男子ではJ808群では3%台から J008群の 1%前後まで減少し，
年代群間の有意差は 15 歳時の反対暁合が有意に減少した。女子では， J808 群では 4%前後から JOO8 群の 3%
前後に減少しているが，年代群間では認められなかった。切端唆合に関して，男子ではJ808 群では 1 '""'2%で
あり， J008 群の 2'""'4%まで増加している。女子では， J808 群では 1'""'4%前後から日08 群の 2'""'4%前後であっ
た。 Overjet 全体では男女差は， J808 群では 13 歳から 15 歳の年齢群間で男性が有意に大きかった。また，年
代群問では男子の 13 歳，女子の 13 歳から 15 歳において有意に増加していた。 Overbite は， 13 歳から 15 歳
の聞には， J908 群と JOO8 群の男子では有意に減少していた。前歯部叢生に関して，いずれの年代群の男女に
於いて， J808 群から J908 群は増加し， J008 群は J808 群よりも低下し，特に J908 群から J008 群は全ての場合
で有意に減少していた。これは， J908 群では 2.8%， JOO8 群では 10.9%の矯正歯科受診率である影響を否める
ことは出来ない。 Handicapped Labio-Lingual Deviation CHLD) index の平均値は各年代群の男女も， J808 群か
ら J908 群では値が増加し， JOO8 群では J908 群と比較して値が減少した。 DAI の国際比較から本研究である日
本の東北地方では， grade1 は，男子で 32.7 '" 33.8%，女子は 36.1'"'" 40.0%であり，他の報告と比較すると間
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題の少ない岐合状態が非常に少ないことが示された。さらに，問題が大きい Grade3 ではアメリカ合衆国やペ






不正岐合は，先天的要因および後天的要因が複雑に絡み合って出現する。本研究では西暦 1978 年から 2009
年までの仙台市内の同一中学校における歯列暁合状態を Handicapped Labio司Lingual Deviation (HLD) index を
用いて経年的に評価するとともに，一部に関しては Dental Ae8thetic index (DAI)を用いて同一地域における
歯列唆合状態の国際比較を検討した。矯正歯科治療受診者は， J808 群 (1978 "-' 1987 年診査群)では1.5%，
J908 群 (1988 "-' 1999 年診査群)では 2.8%， J008 群 (2000 "-' 2009 年診査群)では 10.9%であり，男子，女
子，総合のいずれの場合でも各群間で有意に矯正歯科治療受診者が増加していた。反対岐合に関して，男子で
は J808 群では 3%台から J008 群の 1%前後まで減少し，年代群間の有意差は 15 歳時の反対岐合が有意に減少
していた。 Overjet に関しては，年代群間では男子の 13 歳，女子の 13 歳から 15 歳において有意に増加していた。
Overbite は J908 群と J008 群の男子で， 13 歳から 15 歳の間には有意に減少していた。前歯部叢生に関して，
いずれの年代群の男女に於いて， J808 群から J908 群は増加し， J008 群は J808 群よりも低下し，特に J908 群か
ら J008 群は全ての場合で有意に減少していた。 HLD index の平均値は各年代群の男女も， J808 群から J908 群
では値が増加し， J008 群では J908 群と比較して値が減少した。 DAI の国際比較からは，本研究では日本の東
北地方では grade1 は，男子で 32.7"-' 33.8%，女子は 36.1"-' 40.0%であり，他の報告と比較すると問題の少
ない岐合状態が非常に少ないことが示された。さらに，問題が大きい Grade3 ではアメリカ合衆国やペルーの





以上，示してきた通り本研究は， 13 歳から 15 歳までの不正岐合の経年的変化の情報を提供するものであり，
この結果をもとに不正暁合の疫学およびう蝕を始めとする口腔疾患の予防に関する研究への大きな貢献が期待
される。従って，博士(歯学)を授与するのに相応しい業績と判定した。
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